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the language(s) one identifies with
　　b. 外部（external） 他者によってそのネイティブスピーカーとして
認識される（諸）言語
the language(s) one is identified as a native 
speaker of by others
能力（COMPETENCE） 人が最もよく知っている（諸）言語
the language(s) one knows best
機能（FUNCTION） 人が最もよく使用する（諸）言語
the language(s) one uses most
表1　母語の定義
出典 : Skutnabb-Kangas and Bucak (1995) p.360より
053塚原 信行／母語維持をめぐる認識と実践
で、「言語的人権という目的にとっては、母語とは人が最初に学び、自らのも




















































































































































1989 1,235 235 29 29 0 82 1,610 167,046 0.96%
1990 1,309 824 41 27 0 141 2,342 167,990 1.39%
1991 1,180 1,401 65 69 275 118 3,108 168,894 1.84%
1992 1,177 1,745 118 82 273 61 3,456 170,046 2.03%
1993 1,158 1,657 77 103 252 100 3,347 171,168 1.96%
1994 1,155 1,647 64 102 240 95 3,303 171,768 1.92%
1995 1,124 1,903 62 85 295 36 3,505 172,095 2.04%
1996 1,079 2,304 121 99 307 154 4,064 172,683 2.35%
1997 1,051 2,590 133 117 312 135 4,338 173,304 2.50%
1998 1,007 2,442 91 158 314 195 4,207 174,262 2.41%
1999 962 2,378 104 205 316 284 4,249 174,900 2.43%
2000 950 2,813 107 278 356 318 4,822 175,553 2.75%
2001 939 2,766 115 （データなし） 381 607 4,870 176,155 2.76%
2002 912 2,882 133 417 428 356 5,128 176,862 2.90%
2003 870 3,337 158 513 459 291 5,628 177,851 3.16%
2004 829 3,629 173 493 496 402 6,022 178,628 3.37%
2005 807 4,177 230 479 513 450 6,656 179,247 3.71%
2006 802 4,080 309 436 527 418 6,572 179,468 3.66%
2007 773 4,295 534 507 522 511 7,142 179,981 3.97%
2008 750 4,098 648 612 538 467 7,113 180,822 3.93%















年度 外国人児童生徒数 加配教員数 指導助手数 児童生徒総数
児童生徒総数
に占める割合
1990 2 0 0 （データなし） （データなし）
1991 42 0 0 （データなし） （データなし）
1992 63 1 1 （データなし） （データなし）
1993 86 2 1 （データなし） （データなし）
1994 90 3 1 12,434 0.72%
1995 126 4 1 12,256 1.03%
1996 163 4 1 12,105 1.35%
1997 196 4 2 11,833 1.66%
1998 192 4 3 11,659 1.65%
1999 169 4 3 11,442 1.48%
2000 134 4 3 11,183 1.20%
2001 154 5 2 11,232 1.37%
2002 152 4 2 11,146 1.36%
2003 149 4 2 11,095 1.34%
2004 186 5 2 11,114 1.67%
2005 208 7 2 11,084 1.88%
2006 222 8 3 12,632 1.76%
2007 260 8 （データなし） 12,675 2.05%
2008 314 12 7 14,230 2.21%
2009 297 10 8 14,782 2.01%
2010 305 10 10 16,681 1.83%













































































































































































































ズの「二言語共有説」（Cummins and Swain 1986: 81-83; 中島 2001: 36-40）のことを
指していると思われる。この点については後述する。
②の母語維持に対する行政的支援の是非については、行政がかかわるべき
ではないとする意見（A, B, C, D, I）や、肯定的だが現実的な条件整備の難し














































































コード 問③ 問④ 問⑤ 問⑥ 問⑦ 問⑧ 問⑨
EA 5 3 5 1 5 0.45 子どもにはスペイン語だけで話す。
EB 5 5 5 3 5 0.28 スペイン語のテレビと音楽を見聞きさせる。
EC 5 5 5 1 5 0.28 母語だけで話す。
ED 5 5 5 3 5 0.15 スペイン語だけで話す。
EE 5 （回答なし） 5 （回答なし） 5 0.20 はい（具体的記述なし）。
EF 5 5 5 1 5 0.13 スペイン語だけで話す。
EG 5 5 5 1 5 0.58 モノの名前や挨拶、簡単な文を教える。
EH 5 3 5 1 5 0.40 家ではスペイン語だけが話されるように努める。
EI 5 4 5 2 5 0.23 はい（具体的記述なし）。
EJ 5 5 5 3 5 0.13 はい（具体的記述なし）。
EK 5 5 5 3 5 0.25 はい（具体的記述なし）。
EL 5 4 5 3 5 0.25 スペイン語だけで話しかける。スペイン語教室に通わせる。
EM 5 5 5 1 5 0.38 スペイン語だけで話す。
EN 5 5 5 1 5 0.88 スペイン語だけで話す（家庭での約束）。
EO 5 5 5 5 5 0.75 母語だけで話す。
EP 5 5 5 3 5 0.45 スペイン語だけで話す。
PA 5 3 5 5 5 0.25 ポルトガル語だけで話す。
PB 5 5 5 3 5 0.00 はい（具体的記述なし）。
PC 5 5 5 3 5 0.63 はい（具体的記述なし）。
PD 5 5 4 1 5 0.00 毎日ことばを聞かせる。
PE 4 4 5 3 4 0.80 2つの言語を使って会話したり説明したりする。
PF 5 5 5 3 5 0.50 できるかぎりポルトガル語で話す。
PG 5 5 5 3 5 0.23 子どもとはポルトガル語だけで話す。
　 　 　 　 　 　
平均値 4.95 4.59 4.95 2.40 4.95 0.35 　



























れば、学校現場での経験の伝聞によるもの（F, G, J, N）と、研修などで得る









































































































































































































ミナー（Seminario de información general sobre la educación en Japón）」と
いう催しが開かれている。これは、名古屋大学大学院教育発達科学研究科に在
籍する日系ペルー人パトリシア・ナカムラが企画・運営を行ったものだが、こ
の中には「バイリンガリズムの重要性 ─ 諸問題と機会（La importancia del 
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